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〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
た
中
国
の
対
外
投
資

　
中
国
の
対
外
投
資
は
、
２
０
０
５
年
に
１
２
２
億
６

１
１
７
万
ド
ル
と
前
年
比
2.2
倍
増
と
な
り
、
ス
ト
ッ
ク

ベ
ー
ス
で
は
５
７
２
億
５
６
２
万
ド
ル
に
達
し
た
。
中

国
は
世
界
の
主
要
投
資
受
入
国
で
あ
る
が
、
対
外
投
資

は
少
な
く
、
２
０
０
３
年
の
対
外
投
資
額
は
対
内
投
資

額
の
５
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
０
５
年

は
19
％
に
拡
大
し
て
い
る
。
中
国
企
業
の
国
際
化
と
世

界
大
で
の
事
業
拡
大
は
、
各
国
の
経
済
、
産
業
を
活
性

化
す
る
と
と
も
に
変
化
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　
前
号
に
続
き
、
中
国
の
対
外
投
資
の
目
的
と
事
例
を

分
析
す
る
と
と
も
に
中
国
の
海
外
投
資
の
特
徴
お
よ
び

２
０
０
５
年
の
動
向
を
概
観
す
る
。

（
第
３
国
へ
の
輸
出
）

　
輸
出
を
目
的
と
し
た
投
資
は
主
に
発
展
途
上
国
向
け

で
あ
る
。
タ
イ
の
投
資
委
員
会
の
投
資
認
可
リ
ス
ト
に

よ
る
と
、
中
国
か
ら
の
投
資
の
多
く
は
輸
出
比
率
が
高

い
輸
出
志
向
型
の
投
資
で
あ
り
、
繊
維
や
資
源
加
工
な

ど
の
分
野
で
輸
出
を
目
的
と
し
た
投
資
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
華
源
（
ワ
ー
ル
ド
ベ
ス
ト
）
は
、

２
０
０
１
年
に
合
計
50
億
バ
ー
ツ
（
約
２
億
ド
ル
）
の

繊
維
へ
の
大
型
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
綿
糸
（
投
資
額

35
億
６
０
０
０
万
バ
ー
ツ
）
は
輸
出
比
率
85
％
、
ホ
ー

ム
テ
キ
ス
タ
イ
ル
（
同
13
億
７
９
０
０
万
バ
ー
ツ
）
は

輸
出
比
率
80
％
で
あ
り
、
米
国
向
け
で
あ
る
。

　
輸
出
目
的
の
投
資
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
投
資
に
よ

う
に
低
コ
ス
ト
を
利
用
す
る
も
の
と
と
も
に
、
資
源
の

確
保
、
繊
維
輸
入
割
当
な
ど
先
進
国
の
貿
易
摩
擦
回

避
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
対
応
な
ど
も
目
的
に
な
っ
て
い
る
。

資
源
確
保
・
利
用
型
は
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
ゴ
ム

加
工
品
投
資
が
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
貿
易
摩
擦
回
避

は
、
上
記
の
華
源
の
タ
イ
へ
の
繊
維
投
資
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
対

応
型
は
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
応
し
た
華
源
の
メ
キ
シ
コ
へ

の
繊
維
投
資
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
利
用
し
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ

の
輸
出
を
計
画
す
る
Ｔ
Ｃ
Ｌ
の
ベ
ト
ナ
ム
投
資
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
２
０
０
４
年
に
中

国
が
最
大
の
投
資
国
と
な
り
、
中
国
か
ら
の
投
資
19
件

の
う
ち
14
件
が
縫
製
業
で
あ
り
、
欧
米
の
対
中
繊
維

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
避
け
る
た
め
の
迂
回
投
資
で
あ
る
。

（
経
営
資
源
獲
得
）

　
ブ
ラ
ン
ド
や
技
術
を
企
業
買
収
に
よ
り
獲
得
す
る
目

的
の
投
資
で
あ
る
。
先
進
国
へ
の
投
資
に
多
い
が
、
発

展
途
上
国
へ
の
投
資
で
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｔ
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Ｃ
Ｌ
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
名
門
家
電
企
業
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー

の
買
収
は
、
貿
易
障
壁
回
避
と
と
も
に
同
社
の
ブ
ラ
ン

ド
を
取
得
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
い
た
。
技
術
を

獲
得
す
る
た
め
の
投
資
は
日
本
へ
の
投
資
に
事
例
が
み

ら
れ
る
。
上
海
電
気
に
よ
る
ア
キ
ヤ
マ
印
刷
機
製
造
買

収
（
２
０
０
１
年
11
月
）
と
池
貝
へ
の
資
本
参
加
（
２

０
０
４
年
８
月
）、
三
九
に
よ
る
東
亜
製
薬
へ
の
資
本

参
加
（
２
０
０
３
年
10
月
）
な
ど
で
あ
り
、
日
本
企
業

の
独
自
の
技
術
、
ブ
ラ
ン
ド
、
販
路
な
ど
を
取
得
す
る

こ
と
が
狙
い
と
な
っ
て
い
る
。
上
海
電
気
の
子
会
社
の

上
海
光
華
印
刷
は
ア
キ
ヤ
マ
の
技
術
導
入
に
よ
り
２
０

０
４
年
に
特
殊
印
刷
機
の
開
発
に
成
功
し
た
が
、
こ
れ

は
18
年
の
技
術
格
差
を
短
縮
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
上
海
電
気
は
ド
イ
ツ
の
旋
盤
メ
ー
カ
ー
を
２
０
０

３
年
に
買
収
し
て
お
り
、
先
進
国
企
業
へ
の
Ｍ
＆
Ａ
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
。
他
に
は
、
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
万
向
に
よ
る
米
国
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
ロ
ッ

ク
ウ
ッ
ド
へ
の
資
本
参
加
（
２
０
０
３
年
９
月
）
な
ど

が
あ
り
、
発
展
途
上
国
へ
の
投
資
に
は
、
電
子
部
品
製

造
メ
ー
カ
ー
京
東
科
技
に
よ
る
韓
国
の
半
導
体
メ
ー

カ
ー
・
ハ
イ
ネ
ッ
ク
ス
子
会
社
の
液
晶
パ
ネ
ル
事
業
買

収
（
２
０
０
３
年
１
月
）
、
香
港
の
台
湾
系
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
メ
ー
カ
ー
へ
の
資
本
参
加
（
２
０
０
３
年
８
月
）

な
ど
が
あ
る
。

　
２
０
０
４
年
の
事
例
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｌ
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
ト
ム
ソ
ン
社
と
合
弁
会
社
を
設
立
、
両
社
の
テ

レ
ビ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
造
部
門
を
統
合
し
た
（
２
０
０
４
年

７
月
）
。
Ｔ
Ｃ
Ｌ
は
引
き
続
き
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
通

信
機
器
メ
ー
カ
ー
ア
ル
カ
テ
ル
の
携
帯
電
話
部
門
を
統

合
し
た
（
同
年
９
月
）
。
瀋
陽
機
床
は
、
ド
イ
ツ
の
工

作
機
械
メ
ー
カ
ー
、
シ
ー
ス
を
買
収
し
た
（
２
０
０
４

年
10
月
）。
２
０
０
４
年
12
月
に
は
、
聯
想
（
レ
ノ

ボ
）
が
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
パ
ソ
コ
ン
事
業
の
買
収
（
12
億
５
０

０
０
万
ド
ル
）
を
発
表
し
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

上
海
汽
車
は
、
韓
国
の
双
龍
自
動
車
の
株
式
48
.9
％
を

５
億
ド
ル
で
取
得
し
た
（
２
０
０
４
年
10
月
）。

　
最
近
の
例
で
は
、
海
爾
に
よ
る
三
洋
電
機
の
タ
イ
子

会
社
買
収
が
あ
げ
ら
れ
る
。
冷
蔵
庫
の
生
産
拠
点
で
あ

る
三
洋
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
電
機
の
買
収
に
よ
り
、
海
爾
は

三
洋
の
生
産
技
術
と
市
場
を
獲
得
で
き
、
三
洋
は
白
物

家
電
の
生
産
再
編
を
ほ
ぼ
完
了
し
、
今
後
は
海
爾
か
ら

Ｏ
Ｅ
Ｍ
調
達
を
す
る
（
日
本
経
済
新
聞
10
月
26
日
付

け
）。

　
　
中
国
の
対
外
直
接
投
資
の
特
徴

（
国
家
戦
略
と
し
て
の
対
外
投
資
）

　
中
国
の
対
外
直
接
投
資
は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、

発
展
途
上
国
の
中
で
は
主
要
投
資
国
の
地
位
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
、
製
造
業
の
シ
ェ
ア
が
小
さ
く
、
製
造

業
で
も
販
売
拠
点
設
立
が
多
い
こ
と
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す

る
比
率
が
2.6
％
（
２
０
０
３
年
ス
ト
ッ
ク
額
）
と
小
さ

い
こ
と
、
投
資
先
は
発
展
途
上
国
や
移
行
経
済
国
が
多

く
、
ま
だ
初
期
の
段
階
で
あ
る
。
１
９
５
１
年
に
開
始

さ
れ
た
日
本
の
対
外
投
資
の
場
合
も
初
期
は
商
業
へ
の

投
資
が
多
く
、
製
造
業
の
本
格
的
進
出
は
１
９
７
０
年

代
以
降
だ
っ
た
。
ま
た
、
初
期
は
資
源
開
発
へ
の
投
資

が
多
か
っ
た
点
で
も
現
在
の
中
国
と
似
て
い
る
。

　
日
本
の
対
外
直
接
投
資
が
最
初
に
急
増
し
た
の
は
１

９
７
２
年
、
１
９
７
３
年
で
あ
り
、
１
９
７
２
年
は

「
海
外
投
資
元
年
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
労
賃
な
ど
国
内
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
、
為
替
レ
ー

ト
の
上
昇
（
円
高
）、
国
際
収
支
（
経
常
収
支
）
の
黒

字
転
換
、
対
外
投
資
規
制
の
緩
和
な
ど
の
要
因
が
あ
っ

た
。
中
国
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
考
え
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
労
賃
な
ど
生
産
コ
ス
ト
は
上
昇
し
つ

つ
あ
る
が
、
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
と
比
べ
て
も
依

然
と
し
て
優
位
性
を
保
っ
て
い
る
。
人
民
元
は
切
り
上

げ
論
議
が
活
発
化
し
て
い
る
が
、
ド
ル
に
ペ
ッ
グ
し
た

固
定
レ
ー
ト
を
維
持
し
て
い
る
。

　
中
国
の
対
外
直
接
投
資
活
発
化
の
要
因
は
次
の
よ
う

に
整
理
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
マ
ク
ロ
経
済
環
境
で
は
、

①
中
国
経
済
が
輸
出
主
導
で
発
展
し
た
結
果
、
経
常
収

支
が
大
幅
な
黒
字
基
調
と
な
り
、
外
貨
準
備
も
大
幅
に

増
加
し
、
国
際
収
支
面
で
の
制
約
要
因
が
な
く
な
っ
た

こ
と
、
②
経
済
の
規
模
拡
大
と
産
業
の
発
展
に
よ
り
、

石
油
輸
入
国
に
転
じ
た
よ
う
に
国
内
資
源
の
不
足
が
成

長
制
約
要
因
と
な
り
、
資
源
開
発
・
確
保
が
成
長
持
続

の
命
題
と
な
っ
た
こ
と
、
③
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
り
市
場

開
放
を
進
め
て
お
り
、
国
内
で
の
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
お
り
、
中
国
企
業
の
競
争
力
強
化
が
必
要
な
こ
と
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
企
業
戦
略
の
観
点
か
ら
は
、
④
家
電
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
中
国
企
業
が
国
内
市
場
を
押
さ
え
る
な

ど
成
長
し
、
国
際
企
業
と
し
て
の
成
長
を
求
め
て
い
る

こ
と
、
⑤
そ
の
た
め
に
外
国
企
業
の
技
術
や
ブ
ラ
ン
ド

を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
⑥
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
国
内
市
場
が
過
剰
供
給
、
過
当

競
争
と
な
っ
て
お
り
、
国
外
に
販
路
を
求
め
て
い
る
こ

と
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

　
３
番
目
に
中
国
政
府
の
政
策
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
⑦
資
源
の
確
保
と
中
国
企
業
の
競
争
力
強
化
が

中
国
の
持
続
的
経
済
成
長
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、
⑧
国
際
収
支
黒
字
の
拡
大
と
外
貨
準
備
の
増
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加
に
よ
る
人
民
元
切
り
上
げ
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
に

も
対
外
投
資
は
必
要
な
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理

由
に
よ
り
、
対
外
投
資
促
進
が
「
走
出
去
」
戦
略
と
し

て
国
家
戦
略
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
中

国
の
対
外
直
接
投
資
は
国
家
が
主
導
し
て
戦
略
的
に
行

わ
れ
て
い
る
面
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
中
国
の
対
外
直
接
投
資
は
、
中
国
経
済
の
発
展
に
不

可
欠
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
企
業
レ
ベ
ル
で
も
中

国
企
業
の
競
争
戦
略
の
中
で
重
視
さ
れ
て
い
る
。
資
源

確
保
の
た
め
の
投
資
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
、
製

造
業
で
は
販
売
拠
点
か
ら
製
造
拠
点
設
立
に
進
ん
で
い

く
こ
と
、
貿
易
障
壁
回
避
や
経
営
資
源
獲
得
型
の
投
資

も
企
業
の
競
争
戦
略
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
、
人
民
元

の
切
り
上
げ
リ
ス
ク
へ
の
対
処
で
あ
る
こ
と
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

に
対
応
し
た
投
資
が
増
加
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
国

の
対
外
直
接
投
資
は
今
後
も
活
発
に
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
ニ
ッ
チ
市
場
、
高
リ
ス
ク
国
へ
の
投
資
）

　
海
外
投
資
の
後
発
国
で
あ
り
、
価
格
競
争
力
は
あ
る

も
の
の
品
質
や
ブ
ラ
ン
ド
力
が
劣
る
た
め
、
製
造
業
で

は
、
中
国
企
業
は
ニ
ッ
チ
市
場
や
先
進
国
企
業
が
避
け

て
い
る
国
に
進
出
す
る
傾
向
が
強
い
。
製
品
で
は
、
海

爾
が
小
型
冷
蔵
庫
生
産
で
米
国
に
進
出
し
た
の
が
代
表

的
な
例
で
あ
る
。
オ
ー
ト
バ
イ
の
イ
ラ
ン
や
ア
フ
リ
カ

進
出
、
奇
端
汽
車
の
イ
ラ
ン
で
の
自
動
車
生
産
な
ど
、

進
出
国
・
地
域
で
は
中
近
東
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な

ど
を
選
ぶ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
資
源
開
発
で
は
、
イ
ラ
ン
、
ス
ー
ダ
ン
、
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
、
ア
ン
ゴ
ラ
な
ど
投
資
リ
ス
ク
の
高
い
国
に
積
極
的

に
進
出
し
て
い
る
。
ス
ー
ダ
ン
に
よ
う
に
内
戦
が
続

き
、
住
民
の
虐
殺
が
起
こ
っ
て
い
る
国
に
巨
額
の
投
資

を
行
っ
て
お
り
、
先
進
国
が
経
済
活
動
を
控
え
て
い
る

国
に
対
し
て
投
資
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
進

国
が
経
済
制
裁
を
行
っ
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
同
様

で
あ
り
、
人
権
や
民
主
主
義
で
問
題
の
あ
る
国
に
対
し

て
投
資
や
協
力
を
行
い
、
権
益
を
確
保
す
る
と
い
う
国

益
最
優
先
の
構
図
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
２
０
０
５
年
の
動
向

　
商
務
部
と
国
家
統
計
局
が
発
表
し
た
２
０
０
６
年
度

中
国
対
外
直
接
投
資
公
報
に
よ
る
と
、
２
０
０
５
年
の

中
国
の
対
外
投
資
は
１
２
２
億
６
１
０
０
万
ド
ル
と
な

り
、
統
計
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
２
年
連
続
で
ほ
ぼ
倍
増

し
て
い
る
。
２
０
０
５
年
の
主
要
発
展
途
上
国
の
対
外

投
資
額
は
、
メ
キ
シ
コ
６
２
億
ド
ル
、
韓
国
４
３
億
ド

ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
４
３
億
ド
ル
、
イ
ン
ド
１
３
億
ド
ル
な

ど
１
０
０
億
ド
ル
以
下
で
あ
り
、
中
国
は
発
展
途
上
国

で
最
大
の
対
外
投
資
国
で
あ
る
。

　
主
要
地
域
別
に
見
る
と
、
中
南
米
向
け
が
3.7
倍
の
大

幅
増
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
首
位
だ
っ
た
ア
ジ
ア
を
上

回
っ
た
。
こ
れ
は
、
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
で
あ
る
ケ

イ
マ
ン
諸
島
と
バ
ー
ジ
ン
諸
島
向
け
が
大
幅
に
増
加
し

た
た
め
で
あ
る
。
特
に
、
ケ
イ
マ
ン
諸
島
向
け
は
、
前

年
比
４
倍
増
の
５
１
億
６
０
０
０
万
ド
ル
と
な
り
、
香

港
を
抜
い
て
最
大
の
投
資
先
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
へ
の
投
資
は
他
地
域
に

再
投
資
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
な
り
の
部
分
が
中
国

に
投
資
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ジ
ア
向
け
は
1.5
倍

増
の
４
３
億
７
４
６
４
万
ド
ル
だ
っ
た
。
そ
の
８
割
を

香
港
が
占
め
て
い
る
。

　
国
別
に
み
る
と
、
韓
国
向
け
が
14
.7
倍
と
急
増
し
て

い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
豪
州
、
な

ど
資
源
獲
得
の
た
め
の
投
資
が
行
わ
れ
た
国
へ
の
投
資

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
ス
ー
ダ
ン
は
前
年
比
で
は

減
少
し
た
が
、
９
１
１
万
ド
ル
と
10
位
の
投
資
先
と

な
っ
て
い
る
。

　
対
外
投
資
の
形
態
に
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

（
新
規
投
資
）
と
Ｍ
＆
Ａ
（
既
存
企
業
の
買
収
・
合

併
）
が
あ
る
が
、
２
０
０
５
年
は
Ｍ
＆
Ａ
が
６
５
億
ド

ル
と
な
り
、
過
半
を
占
め
た
。

　
　
（
い
し
か
わ
こ
う
い
ち
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

表1  中国の主要地域別対外投資額（フロー、1000万ドル）

（出所）商務部「2005年度中国対外直接投資統計公報」

表2  中国の主要国別対外投資額（フロー、1000 万ドル）

（出所）商務部「2005年度中国対外直接投資統計公報」

ア ジ ア

大 洋 州

北 米

中 南 米

欧 州

アフリカ

世 界

2003 2004 2005 シェア

149.8

3.4

5.7

103.8

15.1

0.7

285.5

300.0

12.5

12.6

176.2

17.1

31.7

549.8

437.5

20.3

32.1

646.6

50.1

39.2

1226.1

35.7

1.7

2.6

52.7

4.1

3.2

100.0

ケイマン諸島

香港

英領バージン諸島

韓国

米国

ロシア

豪州

ドイツ

カザフスタン

スーダン

合計

2003 2004 2005 ストック額

80.7

114.9

20.7

15.4

6.5

3.1

3.0

2.5

0.3

0.0

285.5

128.6

262.8

38.6

4.0

12.0

7.7

12.5

2.7

0.2

14.7

549.8

516.3

342.0

122.6

58.9

23.2

20.3

19.3

12.9

9.5

9.1

1226.1

893.5

3650.7

198.3

88.2

82.3

46.6

58.7

26.8

35.1

5720.6
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